
  

 今号は病院長に平成29年度病院として推進していく事業について寄稿いただきました。       

  

第１４号 

 発行日  平成２９年４月 

 

徳島大学病院 院内広報誌 

新年度、病院として推進していく事業について   

編   集  広報委員会 

 てんかんの有病率は100人に1人と頻度の高い疾患であり、あらゆる診療科の医師がてんかん患者さんに接する機会があります。てんかん

診療に関わる診療科や診療部門が連携して包括的かつ円滑なてんかん診療・教育・研究を行うことを目的として｢てんかんセンター｣を設置

しました。てんかんセンターは、てんかん医療構造における三次医療に位置し、地域医療機関との医療連携において中核的役割を担ってお

り、その社会的ニーズは高まってくると予想されます。  

 てんかんは小児および高齢者で最も発症することが多いのですが、どの年齢でも一定の割合で発症することが知られており、全年代に

渡って専門的な知識を持った診療が必要です。てんかん治療は抗てん

かん薬による薬物治療が主体ですが、薬剤抵抗性の難治に経過した症

例では外科的治療が有効な場合もあり、その治療方針決定には専門的

な知識と経験を要します。また、てんかん発作と鑑別を要する心因性

非てんかん発作の診断・治療やてんかんに関連した精神症状、認知機

能の低下の評価、てんかん手術後に出現する精神症状への対応には、

てんかんと精神・神経疾患の専門性が必要になります。  

 てんかんの正確な診断や術前評価には、入院の上、長時間ビデオ脳

波モニタリングを行います。その際、発作時の脳波を記録する目的で

抗てんかん薬を減量する場合があります。薬剤減量にともなう発作の

重積化や転倒に伴う事故に対応するために看護師や技師の協力を得た

診療体制が必要です。  

 教育面においては、てんかんの包括的な診断・治療に関する知識や

技能を修得した若手医師および関連病院の医師を育成する役割を果た

すことを目指しています。 さらに、研究面においても各診療科と連

携して、てんかんの病態解明および難治性てんかんに対する新たな治

療法の開発に取り組んでいきたいと考えております。 

                 てんかんセンター長 森 健治  

新年度には、病院としていくつか新しい事業を計画しています。 

継続している事業でさらに強化をめざしているのは、医療安全と臨床研究体制です。今年度は「高難度新規医療技術」や「未承

認新規医薬品による治療」などを審査、管理する部門を設置し、より安心、安全な高度医療を実現したいと思います。診療面で

は、医療の質の向上や効率化に向けて、電子クリニカルパスの導入準備が整いましたので、４月から「クリニカルパスセンター」

を立ち上げ各診療科への導入と充実を諮ります。また透析室の移転増床に伴って病棟の再編成を行い、ベッドコントロールセン

ターの権限強化により高度急性期や先端医療を要する患者を効率的に受け入れたいと思います。さらに隣接する県立中央病院との

総合メディカルゾーンを強化し、初期研修医や若手医師の研修、災害・高度救急での協力に努める予定です。複数の診療科や診療

部が協力するチーム医療を推進し、がん、脳卒中、循環器疾患、感染症、糖尿病、てんかん、難病などの重点治療とケア、相談体

制の充実に加え、口腔管理や栄養管理など、あらゆる面から全人的医療の実践に努めます。 

教育・研修面では、未固定遺体を用いた手術トレーニング施設（CAL）に加え、生物資源産業学部と協力して豚を用いた手術技術

の研修が可能な「メディカルトレーニングセンター」の利用を円滑化

し、手術や高難度治療技術の研修教育を支援します。 

社会貢献としては、地域医療を支える医師の人材確保や地域枠医師の

キャリア形成支援、ICTやスマートフォンを用いた医療連携および遠隔医

療の県内拡充、スポーツ医学センターの構築などを行います。また国際

的には、「国際医療センター」を新たに構築して、外国人の診療体制構

築や研修受け入れ、医師の海外派遣など国際貢献に努めたいと思いま

す。 

今年も、強い病院、優しい病院、安全な病院、柔軟な病院を目標とし

て、「徳大病院丸」が一丸となって荒波を乗り切るよう協力をよろしく

お願いします。 

                      病院長 永廣 信治               

「Harmony」は、病院職員を対象に、院内情報の伝達や職員のコミュニケーションの活性化などを目的として発行しております。行事やイベ

ントなどのNEWSや院内で周知してほしいTOPICSなどがありましたら、どんどん病院総務課広報・企画係（bsoumuss1@tokushima-u.ac.jp）ま

でお寄せください。また、「Harmony」で取り上げたら良いと思うテーマなど、ご意見・ご提案もお待ちしています。 

NEWS・イベント大募集！ 
 

てんかんセンターについて    

このコーナーでは、病院でとりくんでいる様々な事業を紹介します。 

てんかんセンター概要   



病院ＮＥＷＳ 

平成29年1月19日、敷地内禁煙の周知や環境美化のために、

禁煙･美化巡回を行いました。永廣病院長をリーダーに病院敷

地内や周辺道路を巡回し、喫煙者がいないか確認したり、ごみ

を拾ったりしました。 

 本院では、敷地内禁煙を実施しています。また、周辺道路

においても、近隣の方々のご迷惑になりますので、禁煙をお願

いします。皆さま、ご協力をお願いします。 

  

 平成29年2月11日、大塚講堂において「てんかん」と「がん」をテーマに、市民公開講座「徳島大

学病院フォーラム2017春」を開催しました。 

 本フォーラムは永廣信治病院長の挨拶に始まり、第一部では、森てんかんセンター長の司会のも

と、てんかんの診断と治療、小児てんかん、てんかんの外科治療について、それぞれてんかんセン

ターの医師による講演が行われました。てんかんの症状や診断、最新の治療についての講演に、約

600名の参加者は熱心に聞き入っていました。 

 第二部は、埴淵がん診療連携センター長の司会のもと、大腸がん、胃がん、肺がん、子宮がん、放

射線治療、治験をテーマに、それぞれの専門医が外科的、内科的見地から最新の診断・治療について

講演を行いました。 

 本フォーラムは、様々な疾患の先進医療について取り上げる内容の濃い講演会であるため、参加者

は幅広い知識を得られ、病気の早期発見につながることが期待できる貴重な機会となっています。 

禁煙･美化巡回を行いました  

徳島大学病院フォーラム2017春を開催しました 

  

ギャラリーbe 「朝のかたち」展 

展示期間：平成29年1月30日（月）～5月27日（土）    

場所  ：ホスピタルギャラリーbe 

     （西病棟1階ロビー） 

協力  ：武蔵野美術大学 

TOPIC 

  

平成29年1月27日、第53回徳大関係医療機関協議会総会をホテルクレメント徳島にて開催しまし

た。各医療機関の代表者がご出席されました。 

始めに永廣病院長から徳島大学病院の現状についての報告、続いて本院の新任教授の紹介、卒後

臨床研修センター長の安倍教授から初期研修の動向と取り組みについての報告、徳島県地域医療支

援センター･副センター長の赤池教授から徳島県地域医療支援センターの現状や地域枠制度につい

ての報告、病院情報センターの玉木助教から徳島県全域を網羅する医療連携ネットワークの整備に

ついての報告がありました。 

特別講演では日本専門医機構の桐野髙明理事より「新たな専門医制度の現状と課題」についてお

話をいただきました。 

第53回徳大関係医療機関協議会総会の開催について  

第2回ミュージックセラピーを開催しました   

平成29年2月2日、外来診療棟１階アメニティテラスでジャズピア

ニストの瀬部妙子さんとフルート奏者の室香織さんを迎え、徳島

大学病院コンサート ミュージックセラピーを開催しました。 

今回は、2回目ということで、事前にいただいたリクエスト曲の

中からディズニーメドレーやドラマの主題歌などを演奏いただ

き、ピアノとフルートの美しい旋律が響き渡りました。 

途中から、眼科の内藤特任教授のコントラバスが加わり、ジャズ

セッションでは息の合った演奏に拍手が沸き起こりました。 

たくさんの入院患者さんが前日より楽しみにされ、足を運んでい

ただきました。また、外来患者さんも足を止めて演奏に聴き入ら

れ、会場は大盛況となりました。  

新しく「経カテーテル大動脈弁置換術（TAVI）」が始まります 

 本年より 大動脈弁狭窄症に対する経カテーテル的大動脈弁置換術が、四国の大学病院で初め

て認可されて、実施可能となりました。これまで外科治療が適用できなかったハイリスク（通常

手術の危険性が高い）患者さんに対する治療可能性が広がります。様々な疾病を併存する患者さ

んや超高齢者の患者さんに、一人一人の状態に応じた最適の医療をご提案し提供できるようにな

ります。これまで上記のような理由で治療を躊躇していた方は、一度ご相談下さい。 

予約先； TAVI（タビ；経カテーテル的大動脈弁置換術）専門外来                

外来日； 毎日                                      

初診医；  【循環器内科】伊勢、山口 【心臓血管外科】黒部、藤本                  

Website；  http://TAVI.umin.jp/  
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